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目的

事務事業名

活動指標

22年度の実施内容
【及び23年度の実施予定】

事業費は発行費用から広告収入を除い
た額に対し利促事業費に占める本組合
の負担金の割合で按分したもの（H19：
50.8％、H20：53.5％、H21：53.4％、H22：
48.8％）

決算ベース（Ｈ22は見込）←
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責任者
港営部
振興課長

利促会員、船社、荷主、県市民等に対し名古屋港への関心を高めます。

04うるおいと魅力のある港湾空間の形成 連携担当課

052-654-7835

名古屋港の関係情報・海外の港湾情報・船会社の動向など幅広く情報発信しま
す。

事業期間

根拠法令
・要綱等

・奇数月の20日に発行。内容はカラーグラビア、インタビュー・講演会・座談会、特集、寄稿、リポート統計データ、広告など多
岐にわたっています。主に名古屋港利用促進協議会会員、近隣の官公庁、小学校や図書館等に配布（一部の希望者は有料
購読）し、名古屋港への関心を高めています。

        　有             無

名古屋港利用促進協議会規
約

昭和57年度～継続

実施義務

有 ・ 無 ・名古屋港利用促進協議会の会員維持、獲得することにより、名古屋港への関心を高
めることへつなげています。また機関誌ではありますが、一部学校、図書館等への配
布も行われているので、今後はより読みやすい内容を掲載することに努めます。有 ・ 無

有 ・ 無

・振興課の業務である名古屋港利用促進協議会における機関誌発行であり、事業
主体として妥当であると考えます。また、発行にあたっての費用には、同協議会会
員からの会費、負担金等も充てられており、経済性等にも留意して発行を行ってい
ます。有 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無
・振興課の業務である名古屋港利用促進協議会における機関誌発行であり、本組
合の関与は必要です。また、本機関誌の発行は同協議会会員の維持、獲得並び
に名古屋港への関心を高めるために必要な事業であると考えています。

有 ・ 無

今後の取組内容（改善策、スケジュールの建て直し等）

引き続き、発行部数等を維持し、名古屋港利用促進協議会の会員獲得、維持に努めます。また、名古屋港の動向、取り組みなどを中心に読みやす
い誌面作りを進めることにより、協議会会員はもちろん地域住民の名古屋港への関心の向上に努めます。
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